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第
３
６
１
回
定
例
会
は
、２
月
20
日
に
招
集
さ
れ
、市
長
か
ら
36
件
の
議
案
が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
う
ち
新
年
度
予
算
に
つ
い
て
は
、予
算
審
査
特
別
委
員
会
を
設
置
し
、条
例
議
案
に
つ
い
て
は
、

所
管
の
常
任
委
員
会
に
そ
れ
ぞ
れ
付
託
し
ま
し
た
。
上
程
さ
れ
た
議
案
は
、
慎
重
に
審
議
さ
れ
、
33

日
間
の
会
期
を
経
て
３
月
23
日
に
閉
会
し
ま
し
た
。

◎
第
１
日
（
２
月
20
日
）

　
会
期
を
３
月
15
日
ま
で
の
25
日

間
と
決
定
し
た
後
、
人
権
擁
護
委

員
の
候
補
者
の
推
薦
に
つ
い
て
審

議
し
、
原
案
の
と
お
り
同
意
し
ま

し
た
。

　
続
い
て
、
平
成
23
年
度
各
種
会

計
補
正
予
算
の
ほ
か
、
平
成
24
年

度
角
田
市
予
算
案
及
び
施
政
方
針

に
関
す
る
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

◎
第
２
日
（
２
月
27
日
）

　
は
じ
め
に
、
平
成
24
年
度
角
田

市
一
般
会
計
予
算
に
計
上
し
て
い

た
「
農
作
物
放
射
性
物
質
吸
収
低

減
対
策
事
業
」
に
つ
い
て
、
平
成

23
年
度
事
業
と
し
て
実
施
す
る
必

要
が
生
じ
た
こ
と
か
ら
議
案
の
訂

正
申
し
出
が
あ
り
ま
し
た
。

　
続
い
て
、
角
田
市
震
災
復
興
基

金
条
例
の
制
定
に
つ
い
て
、
詳
細

説
明
の
後
、
質
疑
を
行
い
ま
し
た
。

　
次
に
、
初
日
に
提
案
さ
れ
た
各

議
案
に
対
し
、
今
野
林
一
郎
議
員
、

八
島
定
雄
議
員
、
小
湊
毅
議
員
、

日
下
七
郎
議
員
の
４
名
が
質
疑
を

行
い
ま
し
た
。

　
上
程
さ
れ
た
議
案
の
う
ち
、
角

田
市
震
災
復
興
基
金
条
例
を
除
く

条
例
議
案
は
各
常
任
委
員
会
に
付

託
し
、
平
成
24
年
度
各
種
会
計
予

算
関
係
８
議
案
に
つ
い
て
は
、「
予

算
審
査
特
別
委
員
会
」
を
設
置
し
、

付
託
し
ま
し
た
。

◎
第
３
日
（
３
月
２
日
）

　
平
成
23
年
度
角
田
市
一
般
会
計

補
正
予
算
な
ど
12
議
案
に
つ
い
て

討
論
、
表
決
を
行
い
、
い
ず
れ
も

原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

◎
第
４
日
（
３
月
13
日
）

　
一
般
質
問
が
行
わ
れ
、
４
名
の

議
員
が
市
政
全
般
に
つ
い
て
質
問

を
行
い
ま
し
た
。

（
５
〜
６
ペ
ー
ジ
参
照
）

◎
第
５
日
（
３
月
14
日
）

　
前
日
に
引
き
続
き
、
４
名
の
議

員
が
一
般
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

▼
介
護
保
険
特
別
会
計

　
施
設
介
護
サ
ー
ビ
ス
給
付
費
等

を
補
正
し
、
総
額
４
，
２
２
０
万

８
千
円
を
増
額
し
ま
し
た
。

（
７
〜
８
ペ
ー
ジ
参
照
）

◎
第
６
日
（
３
月
15
日
）

　
常
任
委
員
会
へ
付
託
し
た
条
例

議
案
に
つ
い
て
、
細
川
健
也
総
務

財
政
常
任
委
員
長
、
相
澤
邦
戸
教

育
厚
生
常
任
委
員
長
及
び
谷
津
睦

夫
産
業
建
設
常
任
委
員
長
か
ら
そ

れ
ぞ
れ
審
査
の
経
過
及
び
結
果
が

報
告
さ
れ
、
質
疑
、
討
論
の
後
、

表
決
を
行
い
、
原
案
の
と
お
り
可

決
し
ま
し
た
。

　
次
に
予
算
審
査
特
別
委
員
会
に

付
託
さ
れ
た
新
年
度
予
算
案
に
つ

い
て
審
議
し
、
い
ず
れ
も
原
案
の

と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　
続
い
て
、
平
成
23
年
度
角
田
市

一
般
会
計
補
正
予
算
な
ど
３
議
案

が
追
加
提
案
さ
れ
、
い
ず
れ
も
原

案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
最
後
に
本
定
例
会
の
会

期
を
議
事
の
都
合
に
よ
り
23
日
ま

で
８
日
間
延
長
す
る
こ
と
を
決
定

し
ま
し
た
。

◎
第
７
日
（
３
月
23
日
）

▼
角
田
市
損
失
補
償
契
約
に
係
る

回
収
納
付
金
を
受
け
取
る
権
利
の

放
棄
に
関
す
る
条
例

　
角
田
市
の
制
度
融
資
（
角
田
市

中
小
企
業
振
興
資
金
及
び
角
田
市

小
企
業
小
口
資
金
）
を
受
け
た
中

小
企
業
等
が
東
日
本
大
震
災
に
よ

り
被
災
し
、
融
資
返
済
の
事
故
が

発
生
し
た
場
合
は
、
宮
城
県
信
用

保
証
協
会
が
中
小
企
業
者
等
に
対

す
る
求
償
権
を
行
使
す
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。
宮
城
県
信
用
保
証
協

会
が
回
収
金
を
取
得
し
た
場
合
は
、

市
と
の
損
失
補
償
契
約
に
よ
り
市

に
納
入
す
べ
き
回
収
納
付
金
が
発

生
し
ま
す
が
、
市
が
そ
の
回
収
納

付
金
を
受
け
取
る
権
利
の
全
部
又

は
一
部
を
放
棄
す
る
こ
と
で
、
被

災
し
た
中
小
企
業
等
の
事
業
の
再

生
を
支
援
す
る
た
め
定
め
る
も
の

で
す
。

○
東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
興
に

関
し
地
方
公
共
団
体
が
実
施
す
る

防
災
の
た
め
の
施
策
に
必
要
な
財

源
確
保
の
た
め
、
均
等
割
の
税
率

が
平
成
26
年
度
か
ら
平
成
35
年
度

ま
で
、
５
０
０
円
引
き
上
げ
ら
れ

ま
す
。

　
《
市
た
ば
こ
税
》

○
市
た
ば
こ
税
の
税
率
が
改
正
さ

れ
、
製
造
た
ば
こ
及
び
旧
三
級
品

の
紙
巻
き
た
ば
こ
が
引
き
上
げ
と

な
り
ま
す
。（
平
成
25
年
４
月
１

日
施
行
）

▼
介
護
保
険
条
例

　
第
５
期
角
田
市
高
齢
者
福
祉
計

画
・
介
護
保
険
事
業
計
画
（
平
成

24
年
度
か
ら
平
成
26
年
度
ま
で
）

の
策
定
に
基
づ
き
、
第
１
号
被
保

険
者
の
介
護
保
険
料
を
改
定
す
る

も
の
で
す
。

　
平
成
23
年
度
角
田
市
一
般
会
計

補
正
予
算
な
ど
２
議
案
が
追
加
提

案
さ
れ
、
原
案
の
と
お
り
可
決
し

ま
し
た
。

　
審
議
さ
れ
た
議
案
の
審
議
結
果

は
、
３
ペ
ー
ジ
表
１
の
と
お
り
で
、

主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

▼
角
田
市
道
路
線
の
認
定
に
つ
い

て
　
左
関
線
に
つ
い
て
認
定
す
る
も

の
で
す
。

▼
角
田
市
震
災
復
興
基
金
条
例

　
東
日
本
大
震
災
の
被
災
市
町
村

の
実
情
に
応
じ
て
県
か
ら
交
付
さ

れ
る
震
災
復
興
基
金
交
付
金
に
つ

い
て
、
角
田
市
が
行
う
被
災
者
等

の
自
立
支
援
及
び
総
合
的
な
復
興

対
策
を
長
期
安
定
的
に
実
施
す
る

た
め
定
め
る
も
の
で
す
。

▼
角
田
市
市
税
条
例

　
《
個
人
市
民
税
》

○
退
職
所
得
に
係
る
個
人
市
民
税

の
10
％
の
税
額
控
除
が
廃
止
さ
れ

ま
す
。（
平
成
25
年
１
月
１
日
施

行
）

う
仙
南
広
域
行
政
事
務
組
合
消

防
費
負
担
金

▼
一
般
会
計
（
第
９
号
）

　
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
か
ら
そ

れ
ぞ
れ
２
億
４
，
６
４
１
万
６
千

円
を
追
加
補
正
す
る
ほ
か
、
繰
越

明
許
費
及
び
地
方
債
の
補
正
を
行

い
ま
し
た
。

　
歳
入
の
主
な
も
の
は
、
特
別
交

付
税（
震
災
復
興
特
別
交
付
税
分
）

等
の
追
加
で
、
歳
出
の
主
な
も
の

は
次
の
と
お
り
で
す
。

・
農
作
物
放
射
性
物
質
吸
収
低
減

対
策
事
業
（
塩
化
カ
リ
肥
料
の

購
入
・
配
布
）

・
震
災
等
に
対
応
す
る
た
め
、
防

災
行
政
無
線
を
増
設
し
、
デ
ジ

タ
ル
化
す
る
も
の

▼
一
般
会
計
（
第
10
号
）

　
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
か
ら
そ

れ
ぞ
れ
２
，
１
１
９
万
８
千
円
を

追
加
補
正
す
る
ほ
か
、
繰
越
明
許

費
の
補
正
を
行
い
ま
し
た
。

　
歳
入
は
繰
入
金
の
追
加
で
、
歳

出
は
次
の
と
お
り
で
す
。

・
農
作
物
放
射
性
物
質
吸
収
低
減

対
策
事
業
（
塩
化
カ
リ
肥
料
の

散
布
）
補
助
金
と
し
て 

反
当

４
０
０
円

・
屋
内
温
水
プ
ー
ル
温
水
ヒ
ー

タ
ー
改
修
工
事

▼
人
権
擁
護
委
員
の
候
補
者
の
推

薦
に
つ
い
て

　
任
期
満
了
に
伴
う
人
権
擁
護
委

員
の
候
補
者
の
推
薦
に
つ
い
て
、

次
の
２
名
を
推
薦
す
る
も
の
で
す
。

任
期
は
平
成
24
年
７
月
１
日
〜
平

成
27
年
６
月
30
日
。

面　
川　
百
合
子 

氏
（
再
任
）

渡　
邉　
英　
敏 

氏
（
再
任
）

▼
一
般
会
計
（
第
８
号
）

　
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
か
ら
そ

れ
ぞ
れ
１
億
２
，
９
８
１
万
円
を

減
額
補
正
す
る
ほ
か
、
繰
越
明
許

費
、
債
務
負
担
行
為
及
び
地
方
債

の
補
正
を
行
い
ま
し
た
。

　
歳
入
の
主
な
も
の
は
、
東
日
本

大
震
災
復
興
基
金
交
付
金
及
び
地

方
交
付
税
の
追
加
で
、
歳
出
の
主

な
も
の
は
次
の
と
お
り
で
す
。

・
大
雪
に
伴
う
融
雪
業
務
委
託
料

・
消
防
無
線
の
デ
ジ
タ
ル
化
に
伴

本 

会 

議

人
事（
推
薦
）

主
な
補
正
予
算
の
概
要

そ 

の 

他

条
例
の
制
定

条
例
の
一
部
改
正

定例会
第361回

新
年
度
予
算
議
案
な
ど

36
議
案
を
審
議
し
ま
し
た

件　　　名
議　決
年月日

議決
結果

会　　　派

市長提出議案 クラブ
みんしん 政友会 市民

クラブ
日本共産党
角田市議団 無会派

人
事
案
件

諮問第１号　人権擁護委員の候補者の
推薦について 2月20日 同　意 ○ ○ ○ ○ ○

諮問第２号　人権擁護委員の候補者の
推薦について 2月20日

同　意
（賛成15
反対２）

○ ○ ○ × ○

平
成
23
年
度
補
正
予
算

一般会計（第８号）
公共下水道事業特別会計（第６号）
水道事業会計（第４号）

3月2日
可　決
（賛成15
反対２）

○ ○ ○ × ○

国民健康保険事業特別会計（第３号）
後期高齢者医療特別会計（第３号）
介護保険特別会計（第４号）
農業集落排水事業特別会計（第６号）

3月2日 可　決 ○ ○ ○ ○ ○

一般会計（第９号）
公共下水道事業特別会計（第７号）
農業集落排水事業特別会計（第７号）

3月15日 可　決 ○ ○ ○ ○ ○

一般会計（第 10号） 3月23日 可　決 ○ ○ ○ ○ ○

平
成
24
年
度
予
算

一般会計
国民健康保険事業特別会計
後期高齢者医療特別会計
介護保険特別会計
水道事業会計

3月15日
可　決
（賛成14
反対２）

○ ○ ○ × ○

公共下水道事業特別会計
農業集落排水事業特別会計
東根財産区特別会計

3月15日 可　決 ○ ○ ○ ○ ○

条
例

角田市震災復興基金条例の制定について 3月2日 可　決 ○ ○ ○ ○ ○

角田市損失補償契約に係る回収納付金
を受け取る権利の放棄に関する条例の
制定について
市営住宅条例の一部改正について
角田市都市公園条例の一部改正について
角田市水防協議会条例の一部改正について
角田市市民センター条例の一部改正について
角田市図書館条例の一部改正について

3月15日 可　決 ○ ○ ○ ○ ○

特別職の職員で非常勤のものの報酬及
び費用弁償に関する条例の一部改正に
ついて
角田市市税条例の一部改正について
介護保険条例の一部改正について

3月15日
可　決
（賛成14
反対２）

○ ○ ○ × ○

そ
の
他

角田市道路線の認定について
宮城県市町村職員退職手当組合規約の
変更について
宮城県市町村等非常勤職員公務災害補
償等認定委員会共同設置規約の変更に
ついて
宮城県市町村等非常勤職員公務災害補
償等審査会共同設置規約の変更について

3月2日 可　決 ○ ○ ○ ○ ○

財産の取得について（塩化カリ肥料） 3月23日 可　決 ○ ○ ○ ○ ○

第361回定例会 審議結果一覧
表１

議員数は 18 名。議長は表決に加わらないため、表決に参加した議員数は 17 名。
（○…賛成、×…反対）

≪各会派の構成メンバー≫
●クラブみんしん（谷津睦夫、今野林一郎、細川健也、相澤邦戸、柄目孝治）
●政友会（渡邊誠、齋藤正一郎）
●市民クラブ（本田敏昭、小島正、湯村勇）
●日本共産党角田市議団（日下七郎、八島定雄）
●無会派（会派に属さない議員）小湊毅、馬場道晴、伊藤善昭、玉手安博、佐藤正友議長、
　　　　　　　　　　　　　　　高橋力雄副議長
※３月15日の表決に参加した議員数は16名。
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８人の議員が市政を問う

121億347万円
（100％）

歳入
121億347万円
（100％）

歳出
地方譲与税
2億801万円
1.7%

市税
31億7,487万円

26.2%

地方消費
税交付金
3億2,000万円

2.6%使用料及び手数料
1億7,829万1千円

1.5%

地方交付税
41億7,390万円

34.5%

国庫支出金
13億4,289万7千円

11.1%

県支出金
5億2,781万4千円 4.4%

繰入金
6億3,914万3千円 5.3%

諸収入
4億8,171万4千円 4.0%

市債
7億6,040万円 6.3%

その他
（分担金及び負担金など）
2億9,643万1千円 2.4%

議会費
1億9,253万1千円 1.6%

総務費
17億8,652万5千円

14.8%

民生費
32億6,770万
7千円
27.0%

衛生費
8億8,396万円 7.3%農林業費

5億7,516万9千円 4.8%

商工費
3億8,078万9千円 3.1%

土木費
14億2,337万7千円

11.8%

災害復旧費
1億5,907万9千円 1.3%

消防費
8億8,811万7千円

7.3%

教育費
12億1,671万
4千円
   10.1%

公債費
12億8,637万円
 10.6%

その他
（労働費、諸支出金など）

4,313万2千円 0.3%

自主財源

歳入財源内訳 性質別財源内訳

46億8,344万9千円 38.7%

依存財源
74億2,002万1千円 61.3%

人件費　24億6,844万2千円 20.4%

扶助費　13億8,833万1千円 11.5%

公債費　12億8,672万円 10.6%
普通建設事業費　9億5,977万5千円 8.0%

物件費　20億163万5千円 16.5%

補助費等　18億4,268万3千円 15.2%

繰出金　15億9,259万5千円 13.2%

その他
（投資及び出資金･
貸付金など）

4億421万円 3.3%

災害復旧費
1億5,907万9千円 1.3%

歳入財源内訳 性質別財源内訳

　
２
月
27
日
に
設
置
さ
れ
た

予
算
審
査
特
別
委
員
会
（
湯

村
勇
委
員
長
、
齋
藤
正
一
郎

副
委
員
長
）
は
、
３
月
12
日

ま
で
の
15
日
間
に
わ
た
り
平

成
24
年
度
角
田
市
一
般
会
計
、

各
種
特
別
会
計
及
び
水
道
事

業
会
計
予
算
の
審
査
を
行
い

ま
し
た
。

　
特
別
委
員
会
初
日
は
、
正

副
委
員
長
の
互
選
を
行
い
ま

し
た
。

　
３
月
２
日
は
一
般
会
計
の

趣
旨
説
明
と
質
疑
が
行
わ
れ
、

５
日
に
は
特
別
会
計
及
び
水
道
事

業
会
計
の
趣
旨
説
明
、
質
疑
を

行
っ
た
後
、
委
員
会
に
総
務
財
政

分
科
会
、
教
育
厚
生
分
科
会
及
び

産
業
建
設
分
科
会
を
設
置
し
、
各

分
科
会
に
お
い
て
６
日
と
７
日
に

審
査
を
行
い
ま
し
た
。

　
12
日
に
、
各
分
科
会
会
長
か
ら

審
査
結
果
の
報
告
が
あ
り
、
表
決

の
結
果
賛
成
多
数
で
原
案
の
と
お

り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
し
ま

し
た
。

　

各
種
会
計
歳
入
歳
出
予
算
は
、

表
２
の
と
お
り
で
す
。

予算審査特別委員会審査から

会　計　区　分
平成24年度 平成23年度 比　　　較

金　　額 金　　額 金　　額 増減率

一　般　会　計 12,103,470 11,230,000 873,470 7.8 

特　
　
別　
　
会　
　
計

国民健康保険事業 3,505,270 3,425,244 80,026 2.3 

後 期 高 齢 者 医 療 316,544 294,759 21,785 7.4 

介 護 保 険 2,609,358 2,521,772 87,586 3.5 

公 共 下 水 道 事 業 2,866,373 1,360,214 1,506,159 110.7 

農業集落排水事業 94,929 99,792 ▲ 4,863 ▲ 4.9 

東 根 財 産 区 2,103 16,550 ▲ 14,447 ▲ 87.3 

計 9,394,577 7,718,331 1,676,246 21.7 

企 

業 

会 

計

水道
事業

収益的支出 976,137 974,825 1,312 0.1 

資本的支出 439,166 468,942 ▲ 29,776 ▲ 6.3 

計 1,415,303 1,443,767 ▲ 28,464 ▲ 2.0 

合　　　　　計 22,913,350 20,392,098 2,521,252 12.4 

（単位：千円、％）平成24年度 各種会計予算総括表表２

一 般 会 計

第
357
回
定
例
会
の
一
般
質
問
に
お
け
る
旧
石
川
重
機
㈱

跡
地
の
占
用
許
可
に
係
る
答
弁
後
の
事
務
執
行
に
つ
い
て

ロンドンパラリンピック車椅子バスケットボール
男子チームの最終強化合宿の対応について

日 
下 
七 
郎  

議
員

本 田 敏 昭  議員

議
員
▼
市
長
は
「
境
界
確
認

に
つ
い
て
の
申
し
入
れ
は
、

測
量
費
の
予
算
化
を
受
け
、

昨
年
12
月
に
所
有
者
に
申
し

入
れ
を
行
っ
て
い
ま
す
。
境

界
復
元
の
測
量
は
完
了
し
、

現
在
、
隣
接
所
有
者
か
ら
の

押
印
を
お
願
い
し
て
い
る
段

階
で
す
」
と
の
答
弁
で
し
た

が
、そ
の
後
の
事
務
執
行（
境

界
確
認
の
押
印
）
に
つ
い
て

伺
い
ま
す
。

市
長
▼
境
界
確
認
に
つ
い
て

は
、
現
在
、
土
地
の
所
有
者

に
境
界
確
定
図
に
押
印
を
い

た
だ
く
よ
う
連
絡
を
と
っ
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
な
か

な
か
応
じ
て
い
た
だ
け
な
い

状
況
で
す
。

議
員
▼
内
容
証
明
郵
便
な

ど
、
拘
束
す
る
よ
う
な
方
法

で
や
っ
て
い
る
の
か
。

産
業
建
設
部
長
▼
議
員
が

お
っ
し
ゃ
っ
た
内
容
証
明
郵

便
で
は
行
っ
て
い
ま
せ
ん
。

業
者
の
方
を
お
願
い
し
て
お

り
、
業
者
を
通
じ
た
り
、
直

接
お
電
話
を
差
し
上
げ
た
り

し
な
が
ら
働
き
か
け
て
い
ま

す
。

議
員
▼
文
書
に
て
行
う
の
が

適
切
な
事
務
で
は
な
い
で
す

か
。

産
業
建
設
部
長
▼
裁
判
所
の

競
売
物
件
と
し
て
購
入
し
て

い
る
経
緯
が
あ
り
、
法
的
な

部
分
の
問
題
も
念
頭
に
置
き

な
が
ら
、
早
急
に
対
応
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

議
員
▼
公
図
で
確
認
す
る
と

５
０
０
番
１
に
事
務
所
兼
居

宅
を
昭
和
48
年
11
月
20
日
新

築
し
、
昭
和
49
年
12
月
30
日

に
増
築
し
て
い
ま
す
が
、
な

ぜ
、
建
築
許
可
が
下
り
た
の

で
す
か
。

産
業
建
設
部
長
▼
建
築
許
可

関
係
に
つ
い
て
は
、
こ
こ
で

判
断
し
て
答
弁
は
で
き
ま
せ

ん
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
復

元
し
た
内
容
か
ら
す
れ
ば
水

路
敷
地
に
出
て
い
ま
す
。

議
員
▼
現
在
、
同
じ
敷
地
に

工
場
ら
し
い
も
の
が
建
築
さ

れ
て
い
ま
す
が
。

産
業
建
設
部
長
▼
ク
レ
ー
ン

と
見
て
い
ま
す
が
、
所
有
者

が
誰
な
の
か
ま
で
は
確
認
し

て
い
ま
せ
ん
。

議
員
▼
市
長
は
権
限
を
持
っ

て
い
る
の
に
行
使
し
な
い
の

は
、
公
平
・
公
正
な
事
務
執

行
で
す
か
。

市
長
▼
昨
夜
、
現
場
に
行
っ

て
あ
ら
た
め
て
状
況
を
確
認

し
て
来
ま
し
た
。
夜
も
電
気

が
つ
い
て
お
り
、
確
か
に
あ

る
業
者
が
使
っ
て
い
る
状
況

で
し
た
。
不
明
確
な
境
界
の

ま
ま
不
当
占
用
さ
れ
る
こ
と

は
問
題
が
あ
る
の
で
、
顧
問

弁
護
士
と
相
談
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

【
日
下
議
員
そ
の
他
の
質
問
】

○
「
農
産
物
の
放
射
能
物
質

濃
度
の
低
減
対
策
（
Ｈ
24

年
1
月
24
日
現
在
）」
に

つ
い
て

○
平
成
23
・
24
年
度
の
地
方

公
営
企
業
繰
出
金
に
つ
い

て
○
水
道
料
金
の
引
き
下
げ
に

つ
い
て

○
平
成
24
年
度
固
定
資
産
の

評
価
替
え
に
つ
い
て

○
が
れ
き
処
理
の
仮
置
場
の

継
続
に
つ
い
て

○
市
道
（
舗
装
）
の
凍
上
破

壊
の
災
害
復
旧
に
つ
い
て

応
援
し
て
欲
し
い
と
思
い
ま

す
が
、
角
田
市
の
支
援
に
つ

い
て
伺
い
ま
す
。

市
長
▼
国
内
最
終
強
化
合
宿

が
、
本
市
で
行
わ
れ
る
こ
と

は
角
田
市
始
ま
っ
て
以
来
の

こ
と
で
、
大
変
栄
誉
な
こ
と

で
す
。
交
流
都
市
を
目
指
す

本
市
に
と
っ
て
大
変
結
構
な

こ
と
で
す
の
で
、「
宮
城
Ｍ

Ａ
Ｘ
」
の
総
合
体
育
館
の
利

用
に
関
し
て
も
日
本
代
表
に

準
じ
て
長
期
の
複
数
予
約
を

可
能
に
し
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

で
の
メ
ダ
ル
獲
得
を
期
待
し

て
い
ま
す
。

東
日
本
大
震
災
の
検
証
に

つ
い
て

議
員
▼
東
日
本
大
震
災
か
ら

１
年
に
な
り
ま
す
。
現
在

は
、
震
災
か
ら
の
復
旧
・
復

興
、
除
染
対
策
と
、
ま
だ
ま

だ
忙
し
い
日
々
は
続
き
ま
す

が
、
東
日
本
大
震
災
か
ら
１

年
経
過
し
た
今
、
改
め
て
当

時
の
対
応
を
検
証
す
る
べ
き

で
は
。

市
長
▼
地
域
防
災
計
画
の
見

直
し
を
行
う
に
当
た
っ
て
は
、

各
地
区
振
興
協
議
会
の
地
域

安
全
部
会
な
ど
の
地
域
組
織

を
初
め
、
市
の
総
合
防
災
訓

練
に
御
協
力
い
た
だ
い
て
い

る
各
団
体
及
び
市
内
企
業
な

ど
か
ら
、
災
害
へ
の
対
応
に

つ
い
て
広
く
意
見
を
聴
取
し
、

今
後
も
発
生
が
懸
念
さ
れ
る

大
規
模
災
害
等
に
対
応
で
き

る
体
制
を
整
え
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

議
員
▼
本
年
９
月
に
開
催
さ

れ
る
ロ
ン
ド
ン
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
に
全
日
本
車
椅
子
バ

ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
男
子
チ
ー

ム
の
出
場
が
決
定
し
、
日
本

代
表
及
び
宮
城
Ｍ
Ａ
Ｘ
（
県

チ
ー
ム
の
名
称
）
の
ヘ
ッ
ド

コ
ー
チ
（
監
督
）
が
角
田
市

民
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
国
内

最
終
強
化
合
宿
が
、
８
月
２

日
か
ら
５
日
に
か
け
て
、
角

田
市
総
合
体
育
館
で
開
催
さ

れ
ま
す
。
角
田
市
民
挙
げ
て

消
防
団
員
の
活
動
に
つ
い
て

議
員
▼
角
田
市
消
防
団
の
団

員
は
満
56
歳
を
定
年
と
定
め

て
い
ま
す
。
定
年
制
度
は
そ

れ
ぞ
れ
の
理
由
も
あ
り
、
一

律
に
延
長
す
れ
ば
よ
い
と
は

思
い
ま
せ
ん
が
、
今
ま
で
の

経
験
年
数
な
ど
を
考
慮
し
た

上
で
、
消
防
団
Ｏ
Ｂ
が
参
加

で
き
る
予
備
消
防
団
員
を
設

け
て
は
い
か
が
か
。

市
長
▼
消
防
団
Ｏ
Ｂ
に
よ
る

機
能
別
消
防
団
員
、
い
わ
ゆ

る
予
備
消
防
団
員
の
設
置
に

つ
い
て
は
効
果
的
な
方
法
だ

と
思
う
の
で
、
班
の
再
編
成

を
含
め
消
防
団
幹
部
会
議
で

検
討
し
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

議
員
▼
女
性
消
防
団
員
の
入

団
に
つ
い
て
は
「
で
き
る
だ

け
早
い
時
期
に
受
け
入
れ
体

制
を
整
え
た
い
と
考
え
て
い

る
」
と
の
こ
と
で
し
た
が
、

そ
の
後
の
検
討
結
果
と
今
後

の
目
標
時
期
に
つ
い
て
伺
い

ま
す
。

市
長
▼
労
働
基
準
法
等
に
よ

る
就
業
の
制
限
か
ら
女
性
消

防
団
員
が
従
事
す
る
業
務
と

し
て
は
、
火
災
現
場
で
は
消

防
用
小
型
動
力
ポ
ン
プ
の
操

作
や
ホ
ー
ス
の
結
合
、
ぬ
れ

た
衣
類
の
着
が
え
支
援
な
ど

女
性
被
害
者
へ
の
対
応
や
応

急
措
置
な
ど
が
考
え
ら
れ
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
業
務
を
希

望
す
る
方
が
今
後
も
複
数
人

見
ら
れ
る
場
合
は
、
改
め
て

消
防
団
の
幹
部
会
議
で
審
議

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

一 般 質 問
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８人の議員が市政を問う

角
田
市
の
自
殺
予
防
対
策
に

つ
い
て

新
規
就
農
総
合
支
援
事
業

「
青
年
就
農
給
付
金
」に
つ
い
て

山林との望ましい付き合
い方について

東日本大震災の教訓を
どう生かすのか

八 

島 

定 

雄  

議
員

馬 
場 
道 
晴  

議
員

小 湊  　毅  議員

細 川 健 也  議員

一 般 質 問

議
員
▼
農
林
水
産
省
で
は
、

平
成
24
年
度
か
ら
、
持
続
可

能
な
力
強
い
農
業
実
現
の
た

め
必
要
な
毎
年
２
万
人
の
青

年
新
規
就
農
者
の
定
着
を
目

指
し
、
新
規
就
農
総
合
支
援

事
業
を
開
始
し
ま
す
。
青
年

就
農
給
付
金
は
、①
準
備
型
、

都
道
府
県
が
認
め
る
農
業
大

学
校
、
先
進
農
家
・
先
進
農

業
法
人
等
で
研
修
を
受
け
る

就
農
者
に
最
長
２
年
間
、
年

間
１
５
０
万
円
を
給
付
す

る
。
②
経
営
開
始
型
、
45
歳

未
満
の
独
立
自
営
就
農
者
に

対
し
て
、
農
業
を
始
め
て
か

ら
経
営
が
安
定
す
る
ま
で
最

長
５
年
間
、
年
間
１
５
０
万

円
を
支
給
す
る
。
従
来
の
支

援
策
が
無
利
子
融
資
や
農
機

具
購
入
の
補
助
に
限
ら
れ
て

い
た
の
に
対
し
、
今
回
は
農

業
収
入
に
対
す
る
直
接
の
給

付
で
す
。
こ
の
事
業
を
本
市

も
取
り
組
む
べ
き
で
す
。

市
長
▼
新
規
就
農
者
の
確

保
・
増
加
に
市
も
取
り
組
み

を
進
め
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
が
、
こ
の
事
業
内
容
の
説

明
が
今
年
の
２
月
で
あ
り
、

「
人
・
農
地
プ
ラ
ン
」
に
関

し
て
も
、
ど
の
程
度
の
地
区

に
す
る
か
、
計
画
の
内
容
も

説
明
が
不
十
分
で
市
の
方
針

も
決
定
で
き
な
い
状
況
か

ら
、
当
初
予
算
に
計
上
で
き

ま
せ
ん
で
し
た
。
農
業
人
材

確
保
の
観
点
か
ら
こ
の
制
度

の
活
用
に
つ
い
て
今
後
、
検

討
を
進
め
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

自
転
車
走
行
環
境
の
整
備

に
つ
い
て

議
員
▼
近
年
、
わ
が
国
で
は

自
転
車
利
用
者
が
急
増
し
自

転
車
事
故
で
の
死
傷
者
も
後

を
絶
ち
ま
せ
ん
。
本
市
が
取

り
組
め
る
も
の
と
し
て
、
一

つ
目
「
交
差
点
の
改
善
」、

二
つ
目
「
子
供
た
ち
や
子
育

て
中
の
母
親
、
高
齢
者
に
も

地
域
で
の
交
通
安
全
教
育
の

徹
底
」
で
す
。
市
が
で
き
る

こ
と
は
市
で
取
り
組
ん
で
い

く
べ
き
で
す
。

市
長
▼
「
交
差
点
の
改
善
」

に
つ
い
て
、
交
差
点
の
自
転

車
レ
ー
ン
設
置
と
２
段
停
止

線
の
設
置
は
、
車
両
の
道
路

通
行
を
制
限
す
る
の
で
、
宮

城
県
公
安
委
員
会
の
許
可
等

が
必
要
で
す
。
交
差
点
へ
自

転
車
レ
ー
ン
の
設
置
は
、
交

差
点
に
続
く
道
路
へ
も
設
置

が
必
要
で
道
路
幅
員
等
構
造

等
に
影
響
し
ま
す
の
で
、
全

国
的
な
対
応
が
求
め
ら
れ
ま

す
。
今
後
、
国
・
県
の
動
向

に
注
意
し
て
い
き
ま
す
。「
交

通
安
全
教
室
の
徹
底
」
に
つ

い
て
、
保
育
所
、
幼
稚
園
、

小
・
中
学
校
、
各
地
区
の
団

体
及
び
高
齢
者
を
対
象
に
交

通
安
全
教
室
を
実
施
し
て
い

ま
す
。
今
後
、
交
通
安
全
指

導
員
に
よ
る
街
頭
で
の
自
転

車
運
転
マ
ナ
ー
の
指
導
の
強

化
や
交
通
安
全
教
室
に
お
い

て
「
自
転
車
は
車
両
で
あ

る
」
こ
と
を
再
認
識
し
て
い

た
だ
く
と
と
も
に
、
歩
道
に

お
け
る
歩
行
者
優
先
義
務
の

遵
守
、酒
酔
い
、信
号
無
視
、

一
時
停
止
、
無
灯
火
等
の
違

反
防
止
と
自
転
車
事
故
の
防

止
に
向
け
た
指
導
を
徹
底
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

市
長
▼
今
回
の
大
震
災
で
は
、

被
災
状
況
の
確
認
、
応
急
復

旧
、
避
難
所
の
開
設
、
被
災

者
へ
の
食
料
配
給
な
ど
刻
々

と
変
わ
る
状
況
へ
の
対
応
や

連
携
不
足
、
市
民
へ
の
情
報

提
供
不
足
や
遅
延
が
見
ら
れ
、

大
規
模
災
害
に
対
す
る
防
災

体
制
は
決
し
て
十
分
で
は
な

か
っ
た
面
が
浮
か
び
上
が
り

ま
し
た
。

　
こ
の
こ
と
か
ら
、
災
害
対

策
本
部
の
業
務
分
掌
を
見
直

す
と
と
も
に
、
地
区
振
興
協

議
会
や
行
政
区
長
会
な
ど
の

各
種
団
体
の
方
々
か
ら
避
難

所
や
給
水
所
、
被
災
現
場
な

ど
に
お
け
る
災
害
対
応
に
関

す
る
課
題
や
反
省
点
な
ど
広

く
意
見
を
求
め
て
検
証
し
、

平
成
24
年
度
か
ら
取
り
組
む

「
角
田
市
地
域
防
災
計
画
の

見
直
し
」
に
反
映
さ
せ
、
今

後
も
発
生
す
る
こ
と
が
懸
念

さ
れ
る
大
規
模
災
害
に
対
応

で
き
る
体
制
を
整
え
て
ま
い

り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

放
射
光
施
設
の
可
能
性
と

そ
の
誘
致
に
つ
い
て

議
員
▼
放
射
光
と
い
う
の
は
、

真
空
の
巨
大
な
ド
ー
ナ
ツ
の

中
で
荷
電
粒
子
を
、
光
速
の

８
〜
９
割
程
度
の
速
度
に
加

速
し
て
、
そ
こ
か
ら
出
て
く

る
電
磁
波
を
利
用
し
て
い
ろ

ん
な
分
野
で
利
用
す
る
と
い

う
よ
う
な
、
簡
単
に
言
え
ば

そ
う
い
う
施
設
で
す
。
材
料

議
員
▼
東
日
本
大
震
災
と
い

う
未
曾
有
の
大
災
害
に
つ
い

て
、
そ
こ
か
ら
何
を
学
び
、

何
を
残
す
か
と
い
う
こ
と
は
、

経
験
し
た
者
の
責
務
で
は
な

い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ

の
た
め
に
も
、
広
範
な
検
証

作
業
を
行
う
必
要
が
あ
る
と

考
え
て
お
り
、
こ
の
点
に
関

し
市
長
は
現
在
、
ど
の
よ
う

な
構
想
を
お
持
ち
な
の
か
伺

い
ま
す
。

科
学
、
環
境
科
学
、
医
学
、

生
物
学
、
考
古
学
、
科
学
鑑

定
、
地
球
科
学
、
身
近
な
と

こ
ろ
で
は
新
薬
の
開
発
、
物

を
壊
さ
な
い
で
検
査
す
る
非

破
壊
検
査
な
ど
、
多
用
途
の

目
的
を
持
つ
施
設
で
す
が
、

現
在
の
先
端
技
術
と
そ
れ
を

応
用
す
る
先
端
産
業
に
と
っ

て
は
、
こ
の
施
設
は
欠
か
せ

な
い
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

２
月
４
日
の
朝
日
新
聞
の
報

道
に
よ
る
と
、
東
北
の
国
立

７
大
学
の
研
究
者
が
共
同

で
、
東
北
に
も
こ
の
施
設
が

必
要
と
し
て
計
画
を
ま
と
め

た
と
い
う
記
事
が
あ
り
ま
し

た
。
こ
れ
を
角
田
市
の
千
載

一
遇
の
チ
ャ
ン
ス
と
と
ら
え

て
、
誘
致
の
可
能
性
を
探
る

考
え
は
な
い
か
伺
い
ま
す
。

市
長
▼
こ
の
よ
う
な
先
端
技

術
研
究
施
設
が
角
田
市
に
立

地
す
る
と
い
う
こ
と
に
な
っ

た
場
合
、
本
市
は
も
と
よ
り
、

震
災
復
興
中
の
宮
城
県
に
お

い
て
も
産
業
振
興
や
地
域
活

性
化
に
つ
な
が
る
こ
と
が
大

い
に
想
定
さ
れ
ま
す
。
国
・

県
・
大
学
な
ど
の
関
係
機
関

か
ら
、
現
在
ど
の
よ
う
な
進

行
状
況
に
な
っ
て
い
る
の
か
、

あ
る
い
は
ど
う
い
っ
た
地
盤
、

立
地
環
境
が
ふ
さ
わ
し
い
の

か
等
々
、
情
報
収
集
を
し
た

い
と
思
い
ま
す
。
こ
の
角
田

市
が
候
補
地
と
し
て
ふ
さ
わ

し
い
と
い
う
こ
と
で
あ
れ
ば
、

全
力
を
挙
げ
て
こ
の
誘
致
を

進
め
ま
す
。

国
策
と
し
て
進
め
な
け
れ
ば

で
き
ま
せ
ん
。

議
員
▼
木
質
燃
料
の
活
用
を

進
め
て
い
く
べ
き
で
は
な
い

か
。

市
長
▼
活
用
し
て
い
く
べ
き

だ
と
思
い
ま
す
が
、
採
算
性

に
関
し
て
問
題
が
あ
る
と
思

い
ま
す
。

議
員
▼
角
田
市
第
２
次
環
境

基
本
計
画
の
内
容
に
近
い
こ

と
を
質
問
し
て
い
る
の
だ
が
。

市
長
▼
環
境
保
全
の
為
に
投

じ
る
税
金
に
つ
い
て
も
制

限
・
制
約
さ
れ
、
採
算
性
を

無
視
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
。
長
期
総
合
計
画
で
は
指

標
と
併
せ
て
環
境
保
全
の
取

り
上
げ
を
掲
載
し
て
い
ま
す

が
、
実
現
で
き
る
よ
う
な
大

き
な
事
業
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

議
員
▼
角
田
市
を
あ
げ
て
排

出
権
取
引
に
参
画
で
き
る
よ

う
な
方
策
を
と
る
べ
き
で
は
。

市
長
▼
低
炭
素
型
社
会
に
対

応
す
る
た
め
幾
つ
か
の
施
策

を
取
り
上
げ
て
い
ま
す
が
、

排
出
権
の
取
引
ま
で
は
踏
み

込
ん
で
い
ま
せ
ん
。
今
後
の

課
題
と
し
な
が
ら
何
が
で
き

る
か
可
能
性
を
探
り
ま
す
。

農
地
・
水
保
全
管
理
支
払

交
付
金
に
関
す
る
取
り
組

み
に
つ
い
て

議
員
▼
放
置
さ
れ
て
い
る

杉
・
桧
等
の
針
葉
樹
の
人
工

林
が
多
く
見
ら
れ
る
が
、
落

葉
広
葉
樹
の
雑
木
林
に
戻
す

事
業
を
考
え
て
み
て
は
い
か

が
か
。

市
長
▼
地
球
温
暖
化
防
止
対

策
や
森
林
保
全
の
観
点
か
ら

今
後
進
む
べ
き
１
つ
の
方
向

で
あ
る
と
は
思
い
ま
す
が
、

実
行
す
る
の
は
困
難
で
す
。

議
員
▼
平
成
18
年
か
ら
行
わ

れ
て
い
る
「
農
地
・
水
」
が

今
年
度
で
第
１
期
を
終
了
し
、

現
在
、
第
２
期
目
の
募
集
を

行
っ
て
い
る
。
市
と
し
て
も

積
極
的
に
推
し
進
め
て
い
く

べ
き
も
の
で
は
な
い
か
。

市
長
▼
農
地
周
り
の
維
持
と

地
域
の
農
村
環
境
の
改
善
、

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
改
善

な
ど
を
地
域
が
主
体
で
行
う

こ
と
を
目
的
と
し
た
事
業
で

あ
り
、
市
と
し
て
も
事
業
実

施
が
可
能
な
地
域
に
つ
い
て

は
、
積
極
的
に
推
進
す
る
こ

と
で
考
え
て
い
ま
す
。

議
員
▼
９
地
区
が
継
続
し
、

８
地
区
が
参
加
の
方
向
で
検

討
し
て
い
る
。
新
規
参
加
を

呼
び
か
け
て
い
る
来
年
度
の

予
算
は
、
こ
れ
ま
で
の
予
算

の
倍
額
に
す
べ
き
で
は
な

か
っ
た
の
か
。

市
長
▼
県
よ
り
２
期
事
業
の

方
針
を
示
さ
れ
た
の
が
12
月

２
日
で
、
事
業
の
詳
細
は
不

明
で
し
た
。
新
規
の
取
り
組

み
組
織
、
継
続
を
要
望
す
る

組
織
の
把
握
が
十
分
に
で
き

ま
せ
ん
で
し
た
。
少
な
い
情

報
の
中
で
１
期
事
業
の
規
模

は
確
保
で
き
る
だ
ろ
う
と
判

断
し
、
前
年
度
と
同
額
の
予

算
に
し
ま
し
た
。

議
員
▼
今
後
３
年
間
で
特
に

重
点
を
置
い
て
や
る
こ
と
は

ど
ん
な
こ
と
か
伺
い
ま
す
。

市
長
▼
自
殺
を
考
え
る
人
は

何
ら
か
の
サ
イ
ン
を
出
し
て

い
ま
す
。
そ
の
サ
イ
ン
を
上

手
に
受
け
取
る
こ
と
が
予
防

対
策
の
か
な
め
で
す
。
こ
の

こ
と
を
踏
ま
え
、
一
つ
に
は
、

サ
ロ
ン
を
開
設
し
、
閉
じ
こ

も
り
や
悩
み
、
苦
し
み
等
を

抱
え
た
方
が
語
り
合
い
な
が

ら
、
共
に
思
い
を
分
か
ち
合

い
、
支
え
合
え
る
よ
う
な
居

場
所
づ
く
り
を
考
え
て
い
ま

す
。
働
き
盛
り
の
方
、
高
齢

者
の
方
、
自
死
遺
族
の
方
等
、

年
齢
や
立
場
を
考
慮
し
た
サ

ロ
ン
に
つ
い
て
、
精
神
科
医

師
や
心
理
士
、
自
死
遺
族
の

会
等
の
専
門
的
な
見
地
か
ら

の
指
導
・
助
言
を
仰
ぎ
、
関

係
機
関
と
連
携
し
な
が
ら
開

設
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

　
二
つ
目
は
、
聴
き
上
手
セ

ミ
ナ
ー
で
す
。
自
殺
に
つ
い

て
理
解
し
、
身
の
回
り
の
人

が
悩
み
を
抱
い
て
体
調
が
悪

い
様
子
に
気
づ
い
た
ら
話
を

聞
き
、
適
切
な
相
談
機
関
に

つ
な
ぐ
「
命
の
門
番
」
と
し

て
の
ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
の
技

術
を
習
得
す
る
講
座
で
す
。

心
に
悩
み
を
持
つ
方
は
、
だ

れ
か
に
話
を
聞
い
て
も
ら
う

だ
け
で
楽
に
な
り
、
一
人
で

は
気
づ
か
な
か
っ
た
こ
と
に

気
づ
く
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

市
内
事
業
所
の
管
理
者
や
民

生
委
員
、
児
童
委
員
、
ケ
ア

マ
ネ
ジ
ャ
ー
等
、
相
談
窓
口

的
な
立
場
に
あ
る
方
だ
け
で

な
く
、
多
く
の
皆
様
に
受
講

し
て
い
た
だ
き
、
大
切
な
命

を
自
殺
か
ら
守
る
役
割
を

担
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
考

え
て
い
ま
す
。

　
三
つ
目
は
、
街
頭
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
で
す
。
阿
武
隈
急
行

角
田
駅
や
市
内
大
型
店
の
店

頭
で
昨
年
度
か
ら
実
施
し
、

標
語
や
相
談
窓
口
を
記
載
し

た
カ
ー
ド
入
り
ポ
ケ
ッ
ト

テ
ィ
シ
ュ
を
配
っ
て
い
ま
す
。

安
全
・
安
心
な
ま
ち
づ
く

り
に
つ
い
て

議
員
▼
防
犯
灯
を
す
べ
て
Ｌ

Ｅ
Ｄ
化
し
て
い
く
考
え
が
あ

る
の
か
。
実
施
す
る
と
す
れ

ば
、
ど
れ
く
ら
い
の
期
間
で

や
る
の
か
伺
い
ま
す
。

市
長
▼
角
田
市
で
は
、
い
ち

早
く
平
成
20
年
度
か
ら
防
犯

灯
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
を
進
め
て
き

ま
し
た
。
こ
の
４
年
間
で
防

犯
灯
の
44
・
７
％
に
当
た
る

５
９
０
基
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
を
達

成
。
今
後
も
環
境
に
や
さ
し

い
防
犯
灯
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
を
進

め
ま
す
。
平
成
25
年
度
ま
で
、

残
り
の
水
銀
灯
１
５
０
基
を

す
べ
て
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
す
る
予
定

で
、
タ
ウ
ン
ペ
ッ
ト
型
の
防

犯
灯
も
、
平
成
25
年
度
か
ら

27
年
度
に
か
け
て
１
２
５
基

の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
を
進
め
ま
す
。

こ
れ
に
よ
り
、
平
成
27
年
度

末
に
は
防
犯
灯
の
７
割
近
く

が
Ｌ
Ｅ
Ｄ
と
な
り
、
そ
の
後

も
順
次
防
犯
灯
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化

を
進
め
て
い
く
予
定
で
す
。

【
八
島
議
員
そ
の
他
の
質
問
】

○
放
射
能
汚
染
対
策
に
つ
い

て
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一 般 質 問

福
島
第
一
原
発
事
故

放
射
能
汚
染
対
策
に
つ
い
て

有害鳥獣対策について

相 

澤 

邦 

戸  

議
員

伊 藤 善 昭  議員

議
員
▼
汚
染
状
況
重
点
調
査

地
域
の
指
定
を
受
け
、
放
射

性
物
質
除
染
実
施
計
画
を
策

定
す
る
に
あ
た
り
、
市
民
の

要
望
・
意
見
を
ど
の
よ
う
に

取
り
入
れ
て
い
く
の
か
伺
い

ま
す
。

市
長
▼
説
明
会
で
は
、
徹
底

的
に
除
染
し
て
欲
し
い
。
個

人
で
除
染
す
る
場
合
の
マ

ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
し
て
欲
し

い
等
の
意
見
が
出
て
い
ま
す

の
で
、
可
能
な
も
の
に
つ
い

て
は
、
で
き
得
る
限
り
実
施

計
画
に
取
り
入
れ
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

議
員
▼
徹
底
的
に
除
染
し
て

欲
し
い
と
の
声
に
ど
う
対
応

し
て
い
く
の
か
伺
い
ま
す
。

市
長
▼
国
が
示
し
た
除
染
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
に
従
っ
て
、
毎

時
0.23
マ
イ
ク
ロ
シ
ー
ベ
ル
ト

以
上
の
場
所
で
、
特
に
子
ど

も
の
生
活
す
る
施
設
を
中
心

に
除
染
し
ま
す
。

議
員
▼
影
響
を
受
け
や
す
い

乳
幼
児
・
子
ど
も
・
胎
児
に

対
し
て
は
、
一
刻
も
早
い
具

体
的
な
除
染
計
画
実
施
が
必

要
と
思
う
が
ど
う
お
考
え
で

す
か
。

市
長
▼
特
に
子
ど
も
の
生
活

す
る
施
設
を
優
先
的
に
行
う

こ
と
に
し
て
お
り
、
可
能
な

限
り
市
民
の
安
全
を
確
保
し

て
い
く
よ
う
努
め
ま
す
が
、

正
し
い
知
識
の
も
と
で
ス
ト

レ
ス
の
な
い
生
活
を
送
っ
て

欲
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

議
員
▼
今
後
、
子
ど
も
達
を

ど
の
よ
う
に
継
続
し
て
見

守
っ
て
い
く
の
か
伺
い
ま
す
。

市
長
▼
県
の
有
識
者
会
議
に

お
い
て
「
科
学
的
・
医
学
的

な
観
点
か
ら
は
、
現
状
で
は

健
康
へ
の
悪
影
響
は
考
え
ら

れ
ず
、
健
康
調
査
の
必
要
性

は
な
い
。」
と
の
見
解
が
示

さ
れ
て
お
り
、「
健
康
に
対

す
る
不
安
払
拭
の
た
め
に
は
、

住
民
に
対
す
る
放
射
線
に
関

す
る
正
し
い
知
識
の
啓
発
普

及
を
継
続
的
に
行
っ
て
い
く

こ
と
が
必
要
で
あ
る
。」
と

の
こ
と
で
あ
り
、
市
民
の
不

安
払
拭
の
た
め
の
対
応
策
を

講
じ
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。
子
ど
も
の
健
診
に

つ
い
て
も
制
度
的
な
見
直
し

が
必
要
だ
と
も
思
っ
て
い
ま

す
。

街
な
か
交
流
拠
点
施
設
整

備
事
業
に
つ
い
て

議
員
▼
商
店
活
性
化
に
基
づ

く
交
流
が
必
要
だ
と
思
う
が
、

こ
の
震
災
で
商
工
会
だ
け
で

も
約
８
億
５
千
万
円
余
の
被

害
が
あ
り
、
大
変
な
状
況
だ

が
、
商
業
的
見
地
か
ら
見
て

の
交
流
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

市
長
▼
商
圏
の
潜
在
的
な
魅

力
を
引
き
出
す
起
爆
剤
と
し

て
、
街
な
か
再
生
と
活
性
化

を
図
っ
て
い
く
こ
と
に
し
て

お
り
、
集
客
、
交
流
の
拠
点

を
つ
く
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

活
性
化
に
結
び
つ
け
て
い
き

た
い
。

議
員
▼
図
書
館
、
市
民
セ
ン

タ
ー
大
ホ
ー
ル
の
改
築
等
、

文
化
的
見
地
か
ら
見
て
の
交

流
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

市
長
▼
郷
土
資
料
館
を
核
と

し
、
図
書
館
、
市
民
セ
ン

タ
ー
、
中
央
広
場
、
教
育
施

設
等
を
有
機
的
・
複
合
的
に

結
び
つ
け
て
ま
ち
づ
く
り
を

し
て
い
こ
う
と
思
っ
て
い
ま

す
。

議
員
▼
市
民
セ
ン
タ
ー
大

ホ
ー
ル
等
は
、
集
客
で
き
る

施
設
と
し
て
魅
力
あ
る
も
の

に
し
て
欲
し
い
が
ど
う
お
考

え
で
す
か
。

市
長
▼
同
感
で
す
が
、
可
能

な
範
囲
で
や
っ
て
い
き
ま
す
。

と
思
わ
れ
ま
す
。
駆
除
隊
の

方
々
も
捕
獲
す
る
意
欲
が
な

く
な
り
、
被
害
対
策
に
影
響

が
出
る
と
思
わ
れ
る
が
ど
う

か
。

市
長
▼
角
田
市
有
害
鳥
獣
駆

除
隊
に
お
い
て
は
、
平
成
23

年
４
月
か
ら
24
年
１
月
ま
で

の
間
、
２
０
９
頭
を
捕
獲
し

て
お
り
、
前
年
同
期
の
捕
獲

数
２
３
６
頭
と
比
較
す
る
と

約
９
割
で
す
。
こ
の
こ
と
か

ら
、
捕
獲
活
動
に
そ
れ
ほ
ど

大
き
な
影
響
は
与
え
て
い
な

い
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て

い
ま
す
。

　
し
か
し
、
仮
に
捕
獲
数
が

落
ち
込
む
よ
う
な
こ
と
が
あ

れ
ば
、
全
体
の
頭
数
が
減
少

し
て
い
き
ま
せ
ん
の
で
、
農

作
物
の
被
害
が
拡
大
す
る
こ

と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

議
員
▼
駆
除
隊
員
に
限
り
、

狩
猟
期
間
に
捕
獲
さ
れ
た
も

の
に
も
謝
礼
す
べ
き
と
思
う

が
ど
う
か
。

農
政
課
長
▼
市
外
の
方
も

入
っ
て
く
る
可
能
性
が
あ
り
、

確
認
方
法
が
現
実
的
に
難
し

い
と
思
う
が
検
討
さ
せ
て
下

さ
い
。

議
員
▼
食
用
に
回
ら
な
い
と

な
れ
ば
、
ど
の
よ
う
な
処
理

を
考
え
て
い
る
か
。

市
長
▼
市
が
駆
除
隊
に
依
頼

し
た
場
合
、
焼
却
を
希
望
す

る
時
は
角
田
衛
生
セ
ン
タ
ー

で
焼
却
す
る
こ
と
が
可
能
で

す
。
た
だ
し
、
一
般
狩
猟
者

が
捕
獲
し
た
イ
ノ
シ
シ
は
市

で
焼
却
等
の
処
理
は
で
き
ま

せ
ん
。

議
員
▼
平
成
22
年
度
の
角
田

市
内
の
狩
猟
期
の
イ
ノ
シ
シ

の
捕
獲
頭
数
は
３
８
２
頭
、

有
害
鳥
獣
駆
除
で
２
４
８
頭
、

合
計
６
３
０
頭
で
す
が
、
福

島
第
一
原
発
事
故
に
よ
り
、

イ
ノ
シ
シ
の
肉
か
ら
も
高
濃

度
の
セ
シ
ウ
ム
が
検
出
さ
れ

て
い
ま
す
。
以
前
は
食
用
に

回
っ
て
い
ま
し
た
が
、
今
後

は
食
用
と
し
て
の
利
用
を
自

粛
さ
れ
る
方
々
が
多
く
な
る

　
今
後
、
狩
猟
の
許
可
権
者

で
あ
る
宮
城
県
と
協
議
し
、

処
理
対
策
を
考
え
た
い
と
思

い
ま
す
。

議
員
▼
イ
ノ
シ
シ
は
増
え
る

ば
か
り
で
あ
り
、
有
害
鳥
獣

駆
除
対
策
事
業
の
見
直
し
が

必
要
だ
と
思
う
が
ど
う
か
。

市
長
▼
駆
除
の
体
制
と
対
策

に
つ
い
て
見
直
し
を
進
め
る

必
要
が
あ
る
と
認
識
し
て
い

ま
す
。

議
員
▼
最
近
、
サ
ル
が
出
没

し
て
い
る
ら
し
い
が
、
ど
の

よ
う
な
対
策
を
講
じ
て
い
る

の
か
。

市
長
▼
昨
年
１
月
か
ら
枝
野

１
区
に
お
い
て
20
頭
く
ら
い

の
野
生
の
サ
ル
の
群
れ
が
い

る
と
の
報
告
が
あ
り
、
今
年

に
入
っ
て
か
ら
も
枝
野
１
区

や
大
谷
地
区
で
野
生
の
サ
ル

が
出
没
し
て
い
る
と
報
告
さ

れ
て
い
ま
す
。
現
在
は
、
駆

除
と
い
う
よ
り
も
追
い
払
う

こ
と
で
対
応
し
て
お
り
、
平

成
24
年
度
に
は
持
ち
運
び
可

能
な
爆
音
機
を
４
基
準
備
す

る
予
定
で
す
。

議
員
▼
イ
ノ
シ
シ
や
サ
ル
か

ら
の
被
害
を
防
ぐ
に
は
、
集

落
機
能
を
生
か
し
た
取
り
組

み
も
必
要
で
あ
る
と
思
う
が

ど
う
か
。

農
政
課
長
▼
地
域
の
方
々
と

行
政
が
連
携
し
な
が
ら
対
応

す
る
事
が
一
番
大
切
だ
と
考

え
て
い
ま
す
。

【
伊
藤
議
員
そ
の
他
の
質
問
】

○
武
道
の
必
修
化
に
む
け
て

の
取
組
み
と
安
全
対
策
に

つ
い
て

表３

表４

開催日時 会　　場
参加者数（人）

男性 女性 合計
１月23日（月）午後７時 藤尾自治センター 6 2 8
１月24日（火）午後６時30分 横 田 町 公 民 館 22 5 27
１月24日（火）午後７時 小田自治センター 8 0 8
１月25日（水）午後６時30分 角田自治センター 1 0 1
１月26日（木）午後６時30分 北郷自治センター 13 5 18
１月26日（木）午後７時 東根自治センター 11 3 14
１月27日（金）午後６時30分 桜 自 治 セ ン タ ー 41 11 52
１月28日（土）午後１時30分 野田生活センター 12 3 15
１月29日（日）午後１時30分 市 民 セ ン タ ー 2 2 4
２月１日（水）午後６時30分 新 中 島 北 公 民 館 19 4 23
２月６日（月）午後７時 西根自治センター 13 2 15
２月７日（火）午後７時 枝野自治センター 12 0 12
２月８日（水）午後７時 横倉自治センター 11 0 11

２月９日（木）午後７時
新丁三区区民会館 12 1 13
農 村 婦 人 の 家 11 0 11

合　　　　　計 194 38 232

第６回 議会報告会開催状況

～市民
に開かれた議会を目指して～

議 会 報 告 会
第６回

　角田市議会では、毎年多くの自治体議会議員の
皆様に、行政視察でお越しいただいておりました
が、昨年は東日本大震災の影響等もあり３つの自
治体議会にとどまりました。
　視察の内容は、角田ブランドや角田市農業振興
公社設立の経緯及び業務概要等についてで、本市
の先進的で、特色ある取り組みが認められている
ものです。視察の受け入れは、情報交換の場でも
あり、観光振興にもつながるもので、今後も積極
的に視察を受け入れ、全国に本市のまちづくりを
情報発信していきます。

月　日 視察自治体名 視察内容

７月12日 香川県三豊市議会
建設経済常任委員会

角田市農業振興公
社設立の経緯及び
業務概要等につい
て

11月17日 沖縄県南風原町議会
経済教育常任委員会

角田ブランドにつ
いて

11月18日 石川県かほく市議会
市民文教常任委員会

震災復旧・復興基
本計画について

月　　日 会　　議　　名 内　　　　　　　容

１月18日（水） 第２回角田市農業の館の管理運営に関する
調査特別委員会

　本市では、「地域循環型農業・有機農業の里づくり」
をより一層推進するため、角田市農業の館が整備されま
したが、様々な課題や問題があり、現状を把握するため、
改めて現地視察を行いました。

２月３日（金） 角田市農業の館の管理運営に関する調査特
別委員会（登米市迫有機センター行政視察）

　当市の農業の館の管理運営の参考にするため、先進地
である「登米市迫有機センター」の状況を視察しました。

２月17日（金） 第３回角田市農業の館の管理運営に関する
調査特別委員会

　「角田市農業の館」と「登米市迫有機センター」の視
察結果をふまえ、意見交換を行いました。

２月28日（火） 第３回平成 23年東北地方太平洋沖地震被
害対策調査特別委員会

　角田市放射性物質除染実施計画（案）について市長か
ら説明があり、様々な質疑を行いました。

３月14日（水） 第４回角田市農業の館の管理運営に関する
調査特別委員会

　これまでの経過及び結果等について、市長に回答を求
め、質疑を行いました。
　今後は、それらを基に議会として調査検討を重ね、改
善策を提言してまいりたいと考えています。

特別委員会の開催状況

平成23年度行政視察の
受 け 入 れ 状 況

　角田市議会では、市民の皆様に日頃の議会活動を身
近に感じていただくため、１月23日から２月９日ま
で、市内15会場に出向き開催しました。（表３参照）
　はじめに「震災に伴う現状と今後の取り組みについ
て」の報告を行い、その後、報告に対する質疑応答や
地域の課題について意見交換をしました。
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見やすく読みまちがえにくい
ユニバーサルデザインフォントを
採用しています。
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今
年
は
、「
除
染
元
年
」
の
年
で

あ
り
ま
す
。
今
年
度
中
に
「
角
田
市

放
射
性
物
質
除
染
実
施
計
画
」
が
策

定
さ
れ
、
本
格
的
な
除
染
が
実
施
さ

れ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
特
に
、
子

ど
も
へ
の
影
響
が
心
配
さ
れ
る
こ
と

か
ら
、
優
先
的
に
保
育
所
、
幼
稚
園
、

学
校
等
か
ら
除
染
作
業
が
行
わ
れ
ま

す
。
市
民
の
皆
様
が
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
よ
う
、
議
会
と
し
て
も
、
し
っ

か
り
と
し
た
計
画
で
、
除
染
作
業
が

的
確
に
進
む
よ
う
に
監
視
を
強
め
て

ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、「
角
田
市
議
会
基
本
条
例
」

が
制
定
さ
れ
、
一
年
を
経
過
し
ま
し

た
。
そ
の
目
的
条
項
に
「
議
会
の
果

た
す
べ
き
役
割
を
明
確
に
す
る
こ
と

に
よ
り
、
市
民
の
負
託
に
的
確
に
応

え
、
市
民
生
活
の
向
上
及
び
市
勢
の

発
展
に
寄
与
す
る
」
と
あ
り
ま
す
。

議
員
一
同
、
さ
ら
な
る
努
力
が
求
め

ら
れ
る
こ
と
を
肝
に
銘
じ
、
頑
張
る

決
意
で
あ
り
ま
す
。

議
会
だ
よ
り
編
集
会
議

編
集
後
記

健
医
療
組
合
議
会
臨
時
会

会
派
代
表
者
会
議

31
日　
仙
南
地
域
広
域
行
政
事
務

組
合
議
会
臨
時
会

１
日　
か
く
だ
市
議
会
だ
よ
り

　
　
　
１
６
５
号
発
行

　
　
　
全
国
市
議
会
議
長
会
基
地

協
議
会
第
75
回
総
会

　
　
　
議
会
報
告
会（
新
中
島
北
公
民
館
）

２
日　
宮
城
県
市
議
会
議
長
会
春

季
定
期
総
会

３
日　
農
業
の
館
の
管
理
運
営
に

関
す
る
調
査
特
別
委
員
会

行
政
視
察（
登
米
市
迫
有
機
セ
ン
タ
ー
）

６
日　
会
派
代
表
者
会
議

　
　
　
議
会
報
告
会（
西
根
自
治
セ
ン
タ
ー
）

７
日　
議
会
報
告
会（
枝
野
自
治
セ
ン
タ
ー
）

８
日　
全
員
協
議
会

　
　
　
議
会
報
告
会（
横
倉
自
治
セ
ン
タ
ー
）

18
日　
議
員
協
議
会

　
　
　
農
業
の
館
の
管
理
運
営
に

関
す
る
調
査
特
別
委
員
会

23
日　
議
会
報
告
会（
藤
尾
自
治
セ
ン
タ
ー
）

24
日　
議
会
報
告
会（
小
田
自
治
セ
ン
タ
ー
）

　
　
　
議
会
報
告
会（
横
田
町
公
民
館
）

25
日　
議
会
報
告
会（
角
田
自
治
セ
ン
タ
ー
）

26
日　
第
59
回
全
国
市
議
会
事
務

局
職
員
研
修
会（
〜
27
日・

東
京
都
）

　
　
　
議
会
報
告
会（
北
郷
自
治
セ
ン
タ
ー
）

　
　
　
議
会
報
告
会（
東
根
自
治
セ
ン
タ
ー
）

27
日　
議
会
報
告
会（
桜
自
治
セ
ン
タ
ー
）

28
日　
議
会
報
告
会（
野
田
生
活
セ
ン
タ
ー
）

29
日　
議
会
報
告
会（
市
民
セ
ン
タ
ー
）

30
日　
大
河
原
町
外
１
市
２
町
保

９
日　
宮
城
県
後
期
高
齢
者
医
療

広
域
連
合
議
会
定
例
会

　
　
　
議
会
報
告
会（
新
丁
三
区
区
民
会
館
）

　
　
　
議
会
報
告
会（
農
村
婦
人
の
家
）

13
日　
第
３
６
１
回
定
例
会
招
集

告
示

　
　
　
会
派
代
表
者
会
議

17
日　
議
員
協
議
会

　
　
　
農
業
の
館
の
管
理
運
営
に

関
す
る
調
査
特
別
委
員
会

　
　
　
議
会
運
営
委
員
会

20
日　
第
３
６
１
回
定
例
会
本
会

議
（
第
１
日
）

21
日　
議
会
運
営
委
員
会

27
日　
議
会
運
営
委
員
会

　
　
　
定
例
会
本
会
議（
第
２
日
）

　
　
　

予
算
審
査
特
別
委
員
会

（
第
１
日
）

　
　
　
会
派
代
表
者
会
議

28
日　
平
成
23
年
東
北
地
方
太
平

洋
沖
地
震
被
害
対
策
調
査

特
別
委
員
会

　
　
　
大
河
原
町
外
１
市
２
町
保

健
医
療
組
合
議
会
定
例
会

29
日　
仙
南
地
域
広
域
行
政
事
務

組
合
議
会
定
例
会

１
日　
議
会
運
営
委
員
会

２
日　
定
例
会
本
会
議（
第
３
日
）

　
　
　

予
算
審
査
特
別
委
員
会

（
第
２
日
）

５
日　

予
算
審
査
特
別
委
員
会

（
第
３
日
）

６
日　
予
算
審
査
特
別
委
員
会
総

務
財
政
分
科
会
・
産
業
建

設
分
科
会

７
日　
予
算
審
査
特
別
委
員
会
教

育
厚
生
分
科
会

８
日　

総
務
財
政
常
任
委
員
会

（
議
案
審
査
）、
産
業
建
設

常
任
委
員
会（
議
案
審
査
）

９
日　

教
育
厚
生
常
任
委
員
会

（
議
案
審
査
）

　
　
　
会
派
代
表
者
会
議

12
日　

予
算
審
査
特
別
委
員
会

（
第
４
日
）

　
　
　
議
員
協
議
会

13
日　
定
例
会
本
会
議（
第
４
日
）

14
日　
定
例
会
本
会
議（
第
５
日
）

　
　
　
農
業
の
館
の
管
理
運
営
に

関
す
る
調
査
特
別
委
員
会

　
　
　
議
会
運
営
委
員
会

15
日　
定
例
会
本
会
議（
第
６
日
）

　
　
　
議
会
運
営
委
員
会

　
　
　
議
会
だ
よ
り
編
集
会
議

19
日　
会
派
代
表
者
会
議

21
日　
議
員
協
議
会

５月２８日㈪　招集告示、会派代表者会議
５月３１日㈭　議員協議会、議会運営委員会
６月　４日㈪　本会議（提案理由の説明）
　　　　　　　会派代表者会議
　　　５日㈫　議会運営委員会
　　　８日㈮　常任委員会（請願審査）
　　１１日㈪　本会議（質疑・自由討議）
　　　　　　　会派代表者会議
　　１３日㈬　常任委員会（議案審査）
　　１４日㈭　常任委員会（議案審査）
　　１５日㈮　議会運営委員会
　　１８日㈪　本会議（討論・表決・一般質問）
　　１９日㈫　本会議（一般質問）
　　２０日㈬　議会運営委員会
　　２１日㈭　本会議

　
　
　
議
会
運
営
委
員
会

23
日　
定
例
会
本
会
議（
第
７
日
）

27
日　
大
河
原
町
外
１
市
２
町
保

健
医
療
組
合
議
会
臨
時
会

29
日　
仙
南
地
域
広
域
行
政
事
務

組
合
議
会
臨
時
会

13
日　
議
会
だ
よ
り
編
集
会
議

19
日　
東
北
市
議
会
議
長
会
定
例

会
総
会

２
月

３
月

４
月

１
月
議
会
日
誌

議
会
日
誌

※請願及び陳情等の提出期限は、５月28日（月）
　までとなります。
※本会議の開会時刻は、午前10時です。

を しませんか。議会 傍聴

傍聴者数 １７名
第361回（平成24年２月）定例会

市議会６月定例会市議会６月定例会市議会６月定例会市議会６月定例会
日程（予定）のお知らせ

　定例会は、年４回開催されます。皆さんの身
近な問題が審議されており、どのような方針で
市政が進められていくのか知ることができます。
　また、市役所東庁舎１階の市民ホールのテレ
ビでも議会中継がご覧になれます
　お気軽に足を運んでみませんか。
※日程は変更される場合がありますので、
　傍聴を希望される場合は、議会事務局
　（☎63-2124）にお問い合わせください。

10かくだ市議会だより 166 号


